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はじめに
2014 年 9 月、中央教育審議会初等中等教育
分科会に、チームとしての学校・教職員の在り












































































































徒数・教員数を確認し、それが 10 年前、20 年
前とどの程度変化しているのかをたどってい
く。その際、あわせて受講生自身の経験した学




































































































































































たことも紹介し、2016 年度と 2017 年度の授業










入れを可能とし、2016 年 9 月には不登校になっ
ている学齢生徒の夜間中学受け入れを可能とす
















たことは、今から 50 年前は無論のこと、10 数
年前である 2000 年前後の状況からしても、確
かに大きな変化であると言えよう 14）。





















































































































































する外国人児童生徒」が 2014 年 5 月 1 日現在、
73289 人で、うち「日本語指導が必要な外国人





























































































































善方策について（答申）」平成 27 年 12 月
21 日　中央教育審議会。











校 」 が 明 記 さ れ た。http://www.mext.
go.jp/b_menu/hakusho/nc/1398706.htm
（20180131 最終閲覧）参照のこと。

















































日新聞』、2015 年 12 月 7 日）。
12） 文部科学省『夜間中学の設置・充実に向
けて【手引き】（改訂版）』2017 年 4 月、p.1。













2017 年 6 月 21 日）。
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